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第 1章 沈香中のクロモン類は加熱により低分子芳香族化合物を生成する 
 沈香の水抽出画分について HPLC分析を行ったところ全ピーク面積の 60％以上を占めるピーク A










第 2章 アガロテトロールの沈香の品質評価への応用のための基礎研究 











第 3章 処理方法が異なる人工沈香の成分組成変動について 
 クロモン類について、その種類やそれぞれの量の差に焦点を当て、処理方法の違いによる成分変
動について詳細に調査した。処理条件や生育条件が異なる人工沈香から得た酢酸エチル抽出エキ
ス、水抽出エキスを LC-MSにて分析し、比較した結果、樹脂化の初期段階に検出されるとみられる
  
オキシドアガロクロモン類が多く検出される検体や、樹脂化が進んだ沈香で見られるフリンデル
ジア型のクロモン類が多く検出される検体があった。これらの化合物の構造や出現場面等を総合
して検討した結果、処理方法は沈香の樹脂化進行度合いに大きく影響を及ぼすことが明らかとな
った。 
  
 以上、本研究で得られた沈香成分についての知見は、沈香の医薬品としての利用展開に資する
品質評価や資源確保につながると考える。よって、本論文は博士（薬科学）の学位論文として価
値あるものと認める。また、令和2年2月14日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行
った結果、合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
